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１．研究 画の概要
多発性硬化症（MS）患者の疾患活動性を評
価する指標として、NK 細胞の CD11c 分子
発現レベルに着目し、その臨床的意義を明
らかにする。また、MS 病態と関連するバイ
オマーカーを NK 細胞発現分子の中から同定
し、臨床で利用できるようにすることを目
標としている。

２．研究の進捗状況
　CD11c 発現と NK 細胞数およびクラスタ
リン（CLU） 伝子発現が逆相関すること
を新たに見いだした。また、NK 細胞の CD11c
発現の亢進が再発の前触れとなる症例を複
数同定することに成功した。

３．現在までの達成度
　MS の病勢が NK 細胞の分子発現に反映さ
れることが確認され、MS のバイオマーカー
研究の中でユニークな視点を持った研究成
果を挙げている。インターフェロンやステ
ロイド治療を受けている症例が増加したた
めに、治療薬の影 を排除できる症例は、
想定していたよりも少なく、研究の達成度
は予定よりも、やや れている。

４．今後の研究の推進方策
　国立精神・神経センターの多発性硬化症
センターとしての機能を活用し、患者コン
サルトなどの活動を通して、未治療の症例
数の増加を目指しているところである。

５.　代表的な研究成果
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